



再帰表現 1 を用いた受身文の一つである “被” 構文について取り上げ、再帰表
現の他動性の高低、及びその意味的特徴との関連について分析を行った。日下









































　自然受身文は「意味上の受身文」とも称され、「Np ＋ VP」（Np は被動作主）
の形式をとり、“被”、“让”、“叫” などの受身のマーカーを用いた形式をとら


























































































（3-6）｛手 /我的手 /他的手｝洗了。　［｛手 /私の手 /彼の手｝は洗った］


































ある “头” がノーマーク、及び領属先が “我” である場合はかなり不自然であ
るが、領属先が “他” の場合はやや不自然である。
（3-12）｛??头 /??我的头 /?他的头｝点了。




















































































张伯江 2000.〈论 “把” 字句的句式语义〉《语言研究》第 1期
Hopper,	Paul	 J.	 and	Sandra	A.	Thompson	1980.	Transitivity	 in	Grammar	and	
Discourse,	Language	56:251-299.
